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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】オフライン販売に対するオンラインマーケティング努力の影響を正確に捕捉する
方法を提供する。
【解決手段】商品に関連するユーザのオンライン挙動が捕捉される。さらに、商品のオフ
ライン販売も捕捉される。その上、捕捉されたオンラインデータおよびオフラインデータ
のジオロケーションパラメータが決定される。商品のジオロケーションパラメータおよび
捕捉データを用いて、オフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するための統
計的に有意な最小のジオロケーションパラメータが決定される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品のジオロケーションパラメータを決定するように構成されたコンピュータシステム
であって、
　商品のオンライン挙動データおよびオフライン販売データを記憶するデータ記憶部と、
　前記商品のオフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するための、統計的に
有意な最小のジオロケーションパラメータを決定する動的領域モジュールと、
　前記最小のジオロケーションパラメータに対応する前記記憶されたオンライン挙動デー
タおよびオフライン販売データを統合する統合モジュールと、
を備えるコンピュータシステム。
【請求項２】
　ＭＲＯＩモデルであって、前記最小のジオロケーションパラメータについて、前記商品
の前記オフライン販売に対する前記オンライン挙動の前記影響を決定するために、前記統
合されたデータが入力される前記ＭＲＯＩモデルをさらに備える、請求項１に記載のコン
ピュータシステム。
【請求項３】
　前記動的領域モジュールが、前記ジオロケーションパラメータの粒度を決定し、前記ジ
オロケーションパラメータの異なる粒度の前記オンライン挙動データおよびオフライン販
売データを用いて、前記最小のジオロケーションパラメータを決定する、請求項２に記載
のコンピュータシステム。
【請求項４】
　前記粒度の１つが、各粒度、商品の種類、ブランドの種類、商品の購入サイクルおよび
季節要因に関する、オンライン挙動データおよびオフライン販売データ量の１つ以上に基
づいて、統計的に有意な前記最小のジオロケーションパラメータとして選択される、請求
項３に記載のコンピュータシステム。
【請求項５】
　オンライン挙動とオフライン販売とを相関させるように構成されたコンピュータシステ
ムであって、
　ウェブサイトから捕捉されたオンライン挙動データを受信し、店舗販売から捕捉された
オフライン販売データを受信するネットワークインタフェースと、
　前記受信されたオンライン挙動データおよびオフライン販売データを記憶するデータ記
憶部と、
　プロセッサであって、
　　商品に関連するユーザのオンライン挙動を決定し、
　　ユーザの前記オンライン挙動に関するジオロケーションパラメータを決定し、および
　　前記オンライン挙動および前記ジオロケーションパラメータを用いて、前記商品のオ
フライン販売に対する前記オンライン挙動の影響を推定するための統計的に有意な最小の
ジオロケーションパラメータを決定するように構成された前記プロセッサと、
を備えるコンピュータシステム。
【請求項６】
　前記プロセッサが前記ジオロケーションパラメータの粒度を決定するように構成される
、請求項５に記載のコンピュータシステム。
【請求項７】
　前記プロセッサが、
　前記ジオロケーションパラメータの前記粒度の最小粒度を決定し、
　前記最小粒度が、前記商品の前記オフライン販売に対する前記オンライン挙動の影響を
推定するために統計的に有意であるかどうかを決定し、
　前記最小粒度が統計的に有意であることを決定したことに応じて、前記最小粒度を前記
最小のジオロケーションパラメータとして用いるように構成される、請求項６に記載のコ
ンピュータシステム。
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【請求項８】
　コンピュータコードを記憶する少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体であ
って、前記コンピュータコードが、１つ以上のコンピュータシステムで実行されるときに
、オフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するための統計的に有意な最小の
ジオロケーションパラメータを決定するための方法を実行し、該方法が、
　商品に関連するユーザのオンライン挙動を決定するステップと、
　ユーザの前記オンライン挙動のジオロケーションパラメータを決定するステップと、
　前記オンライン挙動および前記ジオロケーションパラメータを用いて、前記商品のオフ
ライン販売に対する前記オンライン挙動の影響を推定するための統計的に有意な最小のジ
オロケーションパラメータを決定するステップと、
を含む少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項９】
　ユーザの前記オンライン挙動のジオロケーションパラメータを決定するステップが、
　前記ジオロケーションパラメータの粒度を決定するステップをさらに含む、請求項８に
記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１０】
　前記オンライン挙動および前記ジオロケーションパラメータを用いて、最小のジオロケ
ーションパラメータを決定するステップが、
　前記ジオロケーションパラメータの前記粒度の最小粒度を決定するステップと、
　前記最小粒度が、前記商品の前記オフライン販売に対する前記オンライン挙動の影響を
推定するために統計的に有意であるかどうかを決定するステップと、
　前記最小粒度が統計的に有意であることを決定したことに応じて、前記最小粒度を前記
最小のジオロケーションパラメータとして用いるステップと、
をさらに含む、請求項９に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１１】
　前記方法が、
　前記最小粒度が統計的に有意ではないことを決定したことに応じて、
　　前記ジオロケーションパラメータの前記粒度の次に大きな粒度が統計的に有意である
かどうかを決定するステップと、
　前記ジオロケーションパラメータの前記粒度の１つが統計的に有意であることが決定さ
れるまで、前記ジオロケーションパラメータの粒度の次に大きな各粒度に対して決定を繰
り返すステップと、
をさらに含む、請求項１０に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１２】
　前記オンライン挙動および前記ジオロケーションパラメータを用いて、統計的に有意な
最小のジオロケーションパラメータを決定するステップが、
　ユーザの前記オンライン挙動の前記ジオロケーションパラメータの統計的有意性を特徴
付けるために用いられるように作用可能である、１つ以上の変数を識別するステップと、
　１つ以上の変数を用いて、前記最小のジオロケーションパラメータを決定するステップ
と、
をさらに含む、請求項８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１３】
　前記１つ以上の変数が、各粒度、商品の種類、ブランドの種類、商品の購入サイクルお
よび季節要因に関するオンライン挙動データおよびオフライン販売データ量を含む、請求
項１２に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１４】
　前記オンライン挙動および前記ジオロケーションパラメータを用いて、最小のジオロケ
ーションパラメータを決定するステップは、
　オンライン商品データおよびオフライン商品データ、ならびに前記変数の１つ以上が時
間の経過と共に変化したときに、前記最小のジオロケーションパラメータを時間の経過と
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共に動的に決定するステップをさらに含む、請求項１２に記載の少なくとも１つのコンピ
ュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１５】
　前記方法が、
　前記商品に関連するおよび前記最小のジオロケーションパラメータに関するユーザのオ
ンライン挙動をマーケティング投資収益（ＭＲＯＩ）モデルに入力するステップと、
　前記最小のジオロケーションパラメータに関する前記商品のオフライン販売データを前
記ＭＲＯＩモデルに入力するステップと、
　前記最小のジオロケーションパラメータについて、前記商品の前記オフライン販売に対
する前記オンライン挙動の前記影響を推定するステップと、
をさらに含む、請求項８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１６】
　前記方法が、
　前記推定された影響に応じて、前記商品に関連する商慣習を変更するステップをさらに
含む、請求項１５に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１７】
　前記方法が、
　前記推定された影響に応じて、前記商品に関するおよび前記最小のジオロケーションパ
ラメータに関連するウェブサイトを変更するステップをさらに含む、請求項１５に記載の
少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１８】
　前記方法が、
　前記オンライン挙動に関し捕捉されたイベントについて、逆インターネットプロトコル
ルックアップを実行して、前記ジオロケーションパラメータを決定するステップをさらに
含む、請求項８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１９】
　前記ユーザのユーザジオロケーションパラメータが前記ユーザ各々の地理的位置を含む
、請求項８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２０】
　前記ジオロケーションパラメータが、１つ以上のＧＰＳ座標、都市ブロック群、郵便番
号、および隣接する複数の郵便番号を網羅する地域を含む、請求項１９に記載の少なくと
も１つのコンピュータ読み取り可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフライン販売に対するオンライン挙動の影響を決定するための動的ジオロ
ケーションパラメータ技術に関する。
　優先権の主張
　本出願は、２００８年１０月１５日に出願された米国仮特許出願第６１／１０５，６７
４号明細書、表題「オンラインおよびオフラインのクロス最適化パラメータの動的領域」
（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒｅｇｉｏｎｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｏｎｌｉｎｅ　ａｎｄ　Ｏｆｆｌｉｎ
ｅ　Ｃｒｏｓｓ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ）の優先性を主張する
。この明細書は、その全体が参考として本明細書に援用される。
【背景技術】
【０００２】
　今日のデジタル時代において、消費者に商品を販売しおよびサービスを提供する企業は
、競合上、インターネットを介したオンラインマーケティングとオンライン販売に関わる
必要がある。例えば、従来型の実店舗を有する多数の大型百貨店も、詳細な商品情報を提
供する洗練されたウェブサイトを備え、訪問者は商品をオンラインで購入することができ
る。さらに、多くの企業は、それらのウェブサイト上でのマーケティングを含むオンライ
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ンマーケティングに向けた、大きなマーケティング予算を組んでいる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　こうした企業が直面する重要な課題の１つは、企業のオンラインマーケティング努力を
どのように評価するかということである。ウェブサイトトラフィックおよびオンライン販
売等のオンライン活動は、オンラインマーケティング努力の尺度として用いることができ
る。しかしながら、オンラインマーケティングは、店内販売およびオンライン販売に影響
を与える可能性がある。例えば、消費者は、商品情報をオンラインで閲覧し、次に、実店
舗に出掛けて商品を見て、最終的に実店舗でその商品を購入する可能性がある。このよう
にして購入が行われたときには、オンラインマーケティングの影響を追跡することが非常
に困難である。マーケティング努力を最適化して、オンラインマーケティングへの支出を
正当化するために、企業は、オフライン販売に対するそれらのオンラインマーケティング
努力の影響を正確に捕捉する能力を有する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　商品に関連するユーザのオンライン挙動が捕捉される。オンライン挙動は、インターネ
ットにおけるユーザの任意の測定可能または追跡可能なイベントを含んでよい。このオン
ライン挙動は、ウェブサイトへの訪問、ページの訪問頻度、ウェブサイトの何をクリック
したかのモニタリング等を含んでよい。さらに、ユーザのジオロケーションパラメータが
決定される。ジオロケーションパラメータは、ユーザのオンライン挙動を捕捉したユーザ
の地理的位置である。一実施例では、逆インターネットプロトコル（ＩＰ）ルックアップ
を用いて、ユーザのジオロケーションパラメータが決定される。そのことは、ユーザのＩ
Ｐアドレスを決定し、郵便番号、都市またはある他の位置等の当該ＩＰアドレスの地理的
位置を識別することを含む。
【０００５】
　ユーザまたはユーザグループは、複数のジオロケーションパラメータを有してよい。こ
れらの複数のジオロケーションパラメータは、粒度と呼ばれる。例えば、逆ＩＰアドレス
ルックアップは、郵便番号等のユーザの最小粒度のジオロケーションパラメータを識別す
ることが可能である。郵便番号から、他のより大きな粒度を決定してよい。例えば、地域
は、隣接する複数の郵便番号を組み合わせることが可能である。さらに他のより大きな粒
度は、多数の地域を有する市または郡であってよい。さらに他のより大きな粒度は、州等
であってよい。さらに、郵便番号よりも小さな粒度の位置情報を利用することができる場
合、その粒度を決定してもよい。例えば、ＧＰＳ位置情報を利用することができる場合、
ストリート群または１つのストリート等の粒度を決定してよい。
【０００６】
　一実施形態によれば、オフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するための
統計的有意性を有する最小のジオロケーションパラメータが決定される。最小のジオロケ
ーションパラメータは、ユーザのジオロケーションパラメータの複数の粒度から決定され
る。最小のジオロケーションパラメータは、影響の推定についてオンライン挙動とオフラ
イン販売とを相関させるために用いられる。最小のジオロケーションパラメータの決定は
、ジオロケーションパラメータの粒度の統計的有意性に基づいている。統計的有意性は、
データの統計的妥当性に関連し、そして、そのデータ内で実際の影響を検出できない可能
性を回避または最小化するのに必要な、最小のサンプル点またはデータ点の決定に依存し
てよい。統計的に有意な最小のジオロケーションパラメータは、オフライン販売に対する
オンライン挙動の影響を検出または推定するのに十分なオンライン挙動データおよびオフ
ラインデータがそこに存在する、ユーザのジオロケーションパラメータの粒度であってよ
い。
【０００７】
　例えば、特定の郵便番号の全てのユーザに関する商品のオンライン挙動が捕捉されるが
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、当該郵便番号の同じ商品の最小のオフライン販売データが存在する場合、その郵便番号
についてオフライン販売に対するオンライン挙動の影響を確実に決定することができない
。しかしながら、複数の郵便番号を網羅する地域に関するオフライン販売データが利用可
能な場合がある。そのとき、この地域は、オンラインデータとオフラインデータとを相関
させて影響を推定するための最小のジオロケーションパラメータになることが可能である
。
【０００８】
　オンラインデータおよびオフラインデータ量に加えて、他の変数が最小のジオロケーシ
ョンパラメータを決定するために用いられる。これらの変数は、商品またはブランドの種
類、商品の購入サイクル、ＩＰ浸透度（例えば、逆ＩＰルックアップによって決定するこ
とができるジオロケーションパラメータの粒度レベル）、サイトの訪問頻度、オンライン
データ内で追跡／捕捉されている挙動結果のコンバージョンレート、小売店／店舗の密度
、ウェブサイトトラフィック、および時期、休日等のような季節要因を含んでもよい。
【０００９】
　また、最小のジオロケーションパラメータは動的である。変数が変化したとき、上記最
小のジオロケーションパラメータは時間の経過と共に変化してよい。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】一実施形態に従って、最小のジオロケーションパラメータを決定するための方法
の図である。
【図２】一実施形態に従って、最小のジオロケーションパラメータを決定し、オフライン
販売に対するオンライン挙動の影響を推定するためのシステムの図である。
【図３】一実施形態に従って、マーケティング投資収益（ＭＲＯＩ）モデリングを用いて
、オフライン販売に対するオンライン挙動の影響の推定に基づき商慣習を変更するための
図である。
【図４】一実施形態に従ってＭＲＯＩモデリングにより生成された応答曲線図である。
【図５】一実施形態に従って本方法および本システムのために使用し得るコンピュータシ
ステムの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　添付図面を参照して、本発明の実施形態について以下に詳細に説明する。
【００１２】
　分かりやすくするためにおよび例示目的のために、主に実施形態の例を参照して、実施
形態の原理について説明する。以下の説明では、実施形態の完全な理解を提供するために
、多数の特定の詳細が記載される。しかし、これらの特定の詳細に限定されることなく、
実施形態を実施し得ることが当業者には明らかであろう。いくつかの例では、実施形態を
不必要に不明瞭にしないように、周知の方法および構造については詳細に説明しない。
【００１３】
１．概要
　商品に関連するユーザのオンライン挙動が捕捉される。オンライン挙動は、インターネ
ットにおけるユーザの任意の測定可能または追跡可能なイベントを含んでよい。このオン
ライン挙動は、ウェブサイトへの訪問、ページの訪問頻度、ウェブサイトの何をクリック
したかのモニタリング等を含んでよい。さらに、ユーザのジオロケーションパラメータが
決定される。ジオロケーションパラメータは、ユーザのオンライン挙動を捕捉したユーザ
の地理的位置である。一実施例では、逆インターネットプロトコル（ＩＰ）ルックアップ
を用いて、ユーザのジオロケーションパラメータが決定される。そのことは、ユーザのＩ
Ｐアドレスを決定し、郵便番号、都市またはある他の位置等の当該ＩＰアドレスの地理的
位置を識別することを含む。
【００１４】
　ユーザまたはユーザグループは、複数のジオロケーションパラメータを有してよい。こ
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れらの複数のジオロケーションパラメータは、粒度と呼ばれる。例えば、逆ＩＰアドレス
ルックアップは、郵便番号等のユーザの最小粒度のジオロケーションパラメータを識別す
ることが可能である。郵便番号から、他のより大きな粒度を決定してよい。例えば、地域
は、隣接する複数の郵便番号を組み合わせることが可能である。さらに他のより大きな粒
度は、多数の地域を有する市または郡であってよい。さらに他のより大きな粒度は、州等
であってよい。さらに、郵便番号よりも小さな粒度の位置情報を利用することができる場
合、その粒度を決定してもよい。例えば、ＧＰＳ位置情報を利用することができる場合、
ストリート群または１つのストリート等の粒度を決定してよい。
【００１５】
　一実施形態によれば、オフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するための
統計的有意性を有する最小のジオロケーションパラメータが決定される。最小のジオロケ
ーションパラメータは、ユーザのジオロケーションパラメータの複数の粒度から決定され
る。最小のジオロケーションパラメータは、影響の推定についてオンライン挙動とオフラ
イン販売とを相関させるために用いられる。最小のジオロケーションパラメータの決定は
、ジオロケーションパラメータの粒度の統計的有意性に基づいている。統計的有意性は、
データの統計的妥当性に関連し、そして、そのデータ内で実際の影響を検出できない可能
性を回避または最小化するのに必要な、最小のサンプル点またはデータ点の決定に依存し
てよい。統計的に有意な最小のジオロケーションパラメータは、オフライン販売に対する
オンライン挙動の影響を検出または推定するのに十分なオンライン挙動データおよびオフ
ラインデータがそこに存在する、ユーザのジオロケーションパラメータの粒度であってよ
い。
【００１６】
　例えば、特定の郵便番号の全てのユーザに関する商品のオンライン挙動が捕捉されるが
、当該郵便番号の同じ商品の最小のオフライン販売データが存在する場合、その郵便番号
についてオフライン販売に対するオンライン挙動の影響を確実に決定することができない
。しかしながら、複数の郵便番号を網羅する地域に関するオフライン販売データが利用可
能な場合がある。そのとき、この地域は、オンラインデータとオフラインデータとを相関
させて影響を推定するための最小のジオロケーションパラメータになることが可能である
。
【００１７】
　オンラインデータおよびオフラインデータ量に加えて、他の変数が最小のジオロケーシ
ョンパラメータを決定するために用いられる。これらの変数は、商品またはブランドの種
類、商品の購入サイクル、ＩＰ浸透度（例えば、逆ＩＰルックアップによって決定するこ
とができるジオロケーションパラメータの粒度レベル）、サイトの訪問頻度、オンライン
データ内で追跡／捕捉されている挙動結果のコンバージョンレート、小売店／店舗の密度
、ウェブサイトトラフィック、および時期、休日等のような季節要因を含んでもよい。
【００１８】
　また、最小のジオロケーションパラメータは動的である。変数が変化したとき、上記最
小のジオロケーションパラメータは時間の経過と共に変化してよい。
【００１９】
２．方法
　図１は、一実施形態に従って、最小のジオロケーションパラメータを決定するための方
法１００を示している。ステップ１０１において、商品に関するオンライン挙動を捕捉す
る。商品は、１つの商品でも、また商品群でもよい。例えば、商品は化粧クリームでよく
、または同じブランドで販売されている全てのスキンケア商品であってもよい。商品は、
消費財でも、また消費者サービスでもよい。サービスの一例は、販売のために提供されて
いる携帯電話サービスである。オンライン挙動は、商品のウェブサイトのウェブサイトト
ラフィック、オンライン広告またはオンラインクーポンのクリックスルー等のような、イ
ンターネットでモニタリングされるイベントを含む。オンライン挙動は、例えばデータベ
ースに記憶される。
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【００２０】
　ステップ１０２において、商品に関するオフラインデータを捕捉する。このデータは、
商品の店内販売、商品購入用のクーポンの使用、またはオンラインではないおよび商品の
販売に関連する任意のイベントを含む。さらに、オフラインデータをデータベースに記憶
してよい。
【００２１】
　ステップ１０３において、オンライン挙動に関するジオロケーションパラメータを決定
する。このジオロケーションパラメータは、オンライン挙動として捕捉されたイベントを
実行するユーザの、ジオロケーションパラメータの複数の粒度を含む。最小粒度は、都市
ブロックの組を含んでよく、または郵便番号であってよい。より大きな粒度は、郵便番号
組、都市組、または州レベルの粒度を含んでよい。最小粒度は、ユーザについて利用可能
なジオロケーションパラメータデータに依存してよい。例えば、最小粒度を決定するため
に、逆ＩＰルックアップが実行される。逆ＩＰルックアップに利用可能なジオロケーショ
ンデータは、地域によって変化してよい。大都市等の人口がより密集した地域については
、都市ブロックの組に対して、ユーザのＩＰアドレスを相互参照してよい。人口のより希
薄な地域については、１つの郵便番号に対して、またはより大きな地域に対して、ユーザ
のＩＰアドレスを相互参照してよい。
【００２２】
　ステップ１０４において、ステップ１０３で決定されたジオロケーションパラメータの
粒度から、最小粒度のジオロケーションパラメータを決定する。
【００２３】
　ステップ１０５において、ステップ１０４で決定された最小粒度のジオロケーションパ
ラメータが、商品のオフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するために統計
的に有意であるかどうかを決定する。ステップ１０１とステップ１０２で捕捉されたデー
タから決定される、最小粒度のジオロケーションパラメータに関するオンライン挙動デー
タ量およびオフラインデータ量を含む数々の変数、ならびに他の変数が、統計的有意性を
評価するために用いられる。上記のように、他の変数の例は、商品またはブランドの種類
、商品の購入サイクル、ＩＰ浸透度（例えば、逆ＩＰルックアップによって決定すること
ができるジオロケーションパラメータの粒度レベル）、サイトの訪問頻度、オンラインデ
ータ内で追跡／捕捉されている挙動結果のコンバージョンレート、小売店／店舗の密度、
ウェブサイトトラフィック、および時期、休日等の季節要因を含む。
【００２４】
　ステップ１０５において、最小粒度のジオロケーションパラメータが統計的に有意では
ないことが決定された場合、ステップ１０６において、ジオロケーションパラメータを統
合し、ステップ１０５を繰り返す。統合は、ステップ１０３で決定されたジオロケーショ
ンパラメータの次の最大粒度のジオロケーションパラメータを決定することを含む。異な
る粒度、例えば、都市ブロック、郵便番号、郵便番号地域および州を予め決定してよい。
最小粒度を基にして、オンライン挙動データを次の最大粒度等に統合することができる。
例えば、特定の都市ブロック群の全てについて、オンライン挙動データが記憶される。複
数の都市ブロック群を含む郵便番号等の次の最大粒度についてオンライン挙動データを決
定するために、その郵便番号内の全ての都市ブロック群のオンライン挙動データが統合さ
れる。この統合は、都市ブロック群の各ユーザに関する全てのオンライン挙動データを、
郵便番号に関連付けることを含んでよい。郵便番号を指標として用いて、その郵便番号内
の商品に関する全てのオンライン挙動データを決定することができる。次に、ステップ１
０５において、郵便番号に関するオンライン挙動データを用いて、その郵便番号が、商品
のオフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するために統計的に有意であるか
どうかを決定してよい。この統合を、統計的に有意なジオロケーションパラメータの粒度
が決定されるまで繰り返す。
【００２５】
　ステップ１０７において、ジオロケーションパラメータの統計的に有意な粒度が決定さ
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れた後、当該粒度を、商品のオフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するた
めの、最小粒度のジオロケーションパラメータとして用いる。
【００２６】
　ステップ１０８において、ＭＲＯＩ計量経済モデリングを用いて、商品のオフライン販
売に対するオンライン挙動の影響を推定することが可能である。モデリングへの入力は、
最小のジオロケーションパラメータデータに関するオンライン挙動データおよびオフライ
ンデータを含む。モデリングに対する他の入力は、マーケティングキャンペーン、地域の
競争相手の挙動、人口統計等に関する情報を含んでよい。ＭＲＯＩモデルは、マーケティ
ングの結果として生じた影響についての、当該マーケティングの履歴データを含んでよい
。
【００２７】
　方法１００を用いて、特定の地域のオンラインマーケティングを最適化することが可能
である。例えば、特定の郵便番号に関して、オンライン挙動がオフライン販売に影響を与
えていると決定された場合、当該郵便番号のニーズにより良く役立つようにウェブサイト
を最適化してよい。これにより、必然的に、異なる郵便番号に対して異なるウェブサイト
を提供することが必要になってもよい。例えば、１つの郵便番号用のウェブサイトを、あ
るブランドの高級車を売り込むために構成することが可能である。その理由は、当該郵便
番号におけるオンライン挙動が、ローカルな販売代理店における高級車の販売に影響を与
えていると判断されたからである。他の郵便番号のウェブサイトを、ハイブリッド車両の
販売を促進するよう構成することが可能である。その理由は、オンラインデータおよびオ
フライン販売データが、消費者が「環境に優しい」商品に関心を持っていることを示して
いるからである。各地域をターゲットにしたオンラインによるマーケティングキャンペー
ンは、ＭＲＯＩモデリングに応じて生成してよく、結果として、商品販売を向上させる。
【００２８】
　方法１００は、オンラインデータおよびオフラインデータのスナップショットのために
だけ実行されるものではない。代わりに、最小のジオロケーションパラメータを連続的ま
たは周期的に決定するために、オンラインデータおよびオフラインデータが連続的または
周期的に捕捉されかつ使用される。結果として、オンラインデータおよびオフラインデー
タが変化することにより、商品の最小のジオロケーションパラメータが時間の経過と共に
変化し得る。さらに、最小のジオロケーションパラメータの変化は、商品のオフライン販
売に対するオンライン挙動の影響の連続的または周期的な推定をもたらす。その結果、オ
ンラインユーザ挙動およびオフラインユーザ挙動の変化に基づいて、マーケティングキャ
ンペーンまたは他の商慣習を周期的に最適化することが可能である。
【００２９】
３．システム
　図２は、一実施形態によるシステム２００を示している。複数のユーザ２０１ａ～２０
１ｎは、インターネットを介してウェブサイト２１１にアクセスする。ユーザの捕捉され
た各オンライン挙動について、上記ウェブサイトへのリクエストからＩＰアドレスが取得
される。逆ＩＰルックアップモジュール２０２は、各ユーザのジオロケーションパラメー
タを決定する。このことは、ＩＰアドレスと郵便番号または地域とを相関させるルックア
ップテーブルによって行うことが可能である。本明細書に用いられるようなモジュールが
、プロセッサまたは他の処理回路によって実行されるソフトウェアを含み得ることに留意
されたい。逆ＩＰルックアップの代わりに、ＧＰＳまたは他のシステムおよび技術を用い
て、ユーザのジオロケーションパラメータを決定してもよい。逆ＩＰルックアップ、ＧＰ
Ｓまたは他のジオロケーション捕捉システムは、ユーザの捕捉された各オンライン挙動の
最小粒度を決定するために用いられる。この情報を統合して、より大きな粒度の捕捉され
たユーザオンライン挙動を決定することが可能である。
【００３０】
　各ユーザのジオロケーションパラメータは、オンラインデータデータベース（ＤＢ）２
０３に記憶される。オンラインデータＤＢ２０３は、ユーザ毎に捕捉されたオンライン挙
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動を、対応するジオロケーションパラメータと共に記憶する。対応するジオロケーション
パラメータを有するオンライン挙動データは、動的領域モジュール２０５への入力として
用いられる。ＤＢ２０３におけるフィールドの例として、商品、ジオロケーションパラメ
ータの粒度、捕捉されたオンライン挙動、および利用可能な場合にはユーザ情報を含むこ
とが可能である。
【００３１】
　オンライン挙動データに加えて、システム２００はオフラインデータを捕捉する。小売
店２１０ａ～２１０ｇは、オフライン販売データ、および当該オフライン販売についての
対応するジオロケーションパラメータ（販売が行われる店舗の位置等）を捕捉する。オフ
ラインデータＤＢ２０４は、オフライン販売データおよび対応するジオロケーションパラ
メータを記憶する。ＤＢ２０４におけるフィールドの例として、商品、ジオロケーション
パラメータの粒度、オフラインデータ、および利用可能な場合にはユーザ情報を含むこと
が可能である。
【００３２】
　多数の商品についてのオンラインデータおよびオフラインデータを連続的または周期的
に捕捉して記憶することができる。特定の商品についてオフライン販売に対するオンライ
ン挙動の影響を決定する必要がある場合、当該商品に関するオンラインデータおよびオフ
ラインデータが動的領域モジュール２０５に送信される。例えば、動的領域モジュール２
０５は、ＤＢ２０３とＤＢ２０４からオンライン商品データおよびオフライン商品データ
を取り出す。次に、動的領域モジュール２０５は、当該データおよび他の変数２１１を用
いて、商品のオフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するために統計的に有
意である最小のジオロケーションパラメータを決定する。動的領域モジュール２０５は、
方法１００を用いて、統計的に有意な最小のジオロケーションパラメータを決定すること
が可能である。この決定に関する変数２１１は、特定の粒度におけるオンラインデータお
よびオフラインデータ量、商品またはブランドの種類、商品の購入サイクル、ＩＰ浸透度
（例えば、逆ＩＰルックアップによって決定することができるジオロケーションパラメー
タの粒度レベル）、サイトの訪問頻度、オンラインデータ内で追跡／捕捉されている挙動
結果のコンバージョンレート、小売店／店舗の密度、ウェブサイトトラフィック、および
時期、休日等のような季節要因を含むことができる。
【００３３】
　変数２１１を用いて統計的有意性を計算する方法の一実施例では、１つ以上の閾値を含
む。例えば、オフライン販売に対するオンライン挙動の影響を推定するのに必要なオンラ
インデータおよびオフラインデータ量について、閾値が設定される。この閾値は商品に依
存してよい。閾値を満たすに十分なオンラインデータおよびオフラインデータが利用可能
である場合に、粒度が識別されると、他の変数を用いて、粒度が統計的に有意であるかど
うかを決定することが可能である。他の実施例では、変数が閾値を調整するために用いら
れる。例えば、履歴販売数に基づいて、１年の内の特定の時期（すなわち季節要因）に販
売が増加していると判断された商品について、特定の粒度が統計的に有意であるかを識別
するために、より多くのオフライン販売データが当該時期に必要となり得る。他の評価に
は、変数毎にスコアを決定し、そのスコアに基づいて粒度を選択することを含んでよい。
【００３４】
　統合モジュール２０６は、最小のジオロケーションパラメータについての全てのオンラ
イン商品データおよびオフライン商品データを統合する。例えば、オンライン商品データ
およびオフライン商品データは、ＤＢ２０３とＤＢ２０４から取り出される。このことは
、商品および最小のジオロケーションパラメータを用いて、最小のジオロケーションパラ
メータの対応する全てのオンラインデータおよびオフラインデータを検索することを含み
得る。オンラインデータおよびオフラインデータが、より小さな粒度（例えば郵便番号に
よる）でＤＢ２０３とＤＢ２０４に記憶され、最小のジオロケーションパラメータがより
大きな粒度（例えば州による）である場合、統合モジュール２０６は、州内の各郵便番号
の全てのオンライン商品データおよびオフライン商品データを検索して、そのデータを統
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合する。
【００３５】
　ＭＲＯＩモデル２０７は、統合データ、およびＭＲＯＩデータ２１２（マーケティング
キャンペーン、地域の競争相手の挙動、人口統計等に関する情報等）を用いる。ＭＲＯＩ
モデル２０７は、オンライン挙動が商品のオフライン販売にどのような影響を与えるかの
推定を含む影響データ２０８を生成する。システム２００を使用して、影響データ２０８
を周期的または連続的に決定することが可能である。
【００３６】
　ＭＲＯＩモデル２０７は、最小のジオロケーションパラメータについて、オフライン販
売に対するオンライン挙動の影響を分離する計量経済モデルである。ＭＲＯＩモデル２０
７は、精度を向上させるためにおよび季節等のような変数に対応するために、数年に及ぶ
販売およびマーケティングデータを含んでよい。平均ＲＯＩおよび限界ＲＯＩを求めるた
めに、販売履歴およびマーケティング履歴データから、異なる投資レベルにおけるマーケ
ティングと販売との関係を計算することによって、マーケティング応答曲線が生成される
。金融モデルは、これらの応答曲線を純利益に変換する。資金を１人のドライバから他の
ドライバに再分配することによって、マーケティング支出のより最適なミックスを形成す
ることができる。
【００３７】
　図３は、ＭＲＯＩモデル２０７に供給されるオンラインデータ３０１およびオフライン
データ３０２（例えば、図２に示す統合モジュール２０６からのデータ）を示している。
図２に示す動的領域モジュール２０６によって決定されたデータである、最小のジオロケ
ーションパラメータ３０３もまた、ＭＲＯＩモデル２０７に供給される。一実施例では、
ＭＲＯＩモデル２０７における販売履歴データに基づき、投資およびオフライン販売の関
数として、商品のオンライン挙動を示す最小のジオロケーションパラメータの応答曲線が
生成される。図４は、ｘ軸がオンラインマーケティングに費やされるドル等の投資であり
、ｙ軸がオフライン販売である、応答曲線の例を示している。当該曲線は、オフライン販
売および投資の増加に相関するウェブサイトトラフィック等のオンライン挙動の増加を示
している。ＭＲＯＩモデル２０７は、ＴＶ／ラジオマーケティング等の他のマーケティン
グに関する応答曲線を生成してよい。
【００３８】
　図４に示す金融モデル３０４は、履歴データに基づいて応答曲線を純利益に変換する。
次に、３０５で示すように、金融モデルの出力に基づいて商慣習を変更してよい。さらに
、その変更は、最小のジオロケーションパラメータに基づいて、特定の地域にカスタマイ
ズしてよい。これには、異なる地域の異なる種類のマーケティングへの投資を増加または
減少させることを含むことが可能である。その上、地域毎にウェブサイトを変更して、異
なる地域のオフライン販売に対する異なる影響に対応することが可能である。
【００３９】
４．コンピュータ読み取り可能な媒体
　図５は、本明細書に記載した実施形態と共に使用し得るコンピュータシステム５００を
示している。コンピュータシステム５００は、サーバまたは他のコンピュータシステムに
存在し得る構成要素を含む一般的なプラットフォームを示している。本明細書に記載した
方法、機能および他のステップの１つ以上を実行するために、コンピュータシステム５０
０をプラットフォームとして使用し得る。これらのステップは、１つ以上のコンピュータ
読み取り可能な媒体に記憶されたソフトウェアとして具体化することが可能である。
【００４０】
　コンピュータシステム５００は、本明細書に記載した方法、機能および他のステップの
いくつかまたは全てを実行するソフトウェア命令を実現または実行し得るプロセッサ５０
２を含む。プロセッサ５０２からのコマンドおよびデータは、通信バス５０４を介して通
信される。さらに、コンピュータシステム５００は、実行時間中にプロセッサ５０２用の
ソフトウェアおよびデータがそこに存在し得る、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）等の
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データ記憶装置５０８とを含む。メモリおよびデータ記憶装置は、コンピュータ読み取り
可能な媒体の例である。
【００４１】
　コンピュータシステム５００は、キーボード、マウス、ディスプレイ等のような１つ以
上のＩ／Ｏ装置５１０を含み得る。コンピュータシステム５００は、ネットワークに接続
するためのネットワークインタフェース５１２を含むことが可能である。他の公知の電子
構成要素をコンピュータシステム５００に追加または置換し得ることが当業者に明らかで
あろう。
【００４２】
　本明細書に記載した方法のステップおよび本明細書に記載した他のステップの１つ以上
、ならびに本明細書に記載したシステムの構成要素の１つ以上は、メモリおよび／または
二次記憶装置等のコンピュータ読み取り可能な媒体に記憶され、かつ例えばプロセッサ、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）または他の制御装置によってコンピュータシステムで
実行されるコンピュータコードとして実現することが可能である。コードは、ソースコー
ド、オブジェクトコード、実行可能コードまたは他のフォーマットのプログラム命令から
なる１つまたは複数のソフトウェアプログラムとして存在し得る。コンピュータ読み取り
可能な媒体の例は、従来のコンピュータシステムのＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａ
ｓａｂｌｅ，　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ
ａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ，　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ハードドライブ
、およびフラッシュメモリを含む。
【００４３】
　実施例を参照して、実施形態について説明してきたが、当業者は、特許請求の範囲に記
載される実施形態の範囲から逸脱することなく、当該説明してきた実施形態に種々の変更
を加えることができるであろう。
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